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はしがき
近年、温室効果ガスによる地球温暖化や NOx、酸性雨などによる生態系変化など、地球
環境の保全が社会問題となっている。IPC C、アジェンダ21、World Water C ouncil等、国際
的にも種々の会議、グループが組織され、その影響と対策の検討が始められている。そうし
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課題(3 )に関しては、分布型流出モデルとして Hydro-BEA話(HYQ.工QlogicalRiver ~asin 
Environment主ssess盟ent Mode 1)を開発し、水量、水質、環境ホルモン、生態系でのシミュレーシ
ョンを可能とした。課題 (4)はファジイ理論と日ydro-BEAMをベースとして、水量、水質、景観、
親水性を考慮、した総合流域管理手順の提案を行った。課題 (2)は、 Hydro-BEAMをベースに置き、
GCM出力を用いて、 2100年の温暖化状態での流域特性の把握を行った。この 3課題は、いずれも
日本の汚]11(庄内川、野洲J1、利根川〉で適用を行い、そのパラメータの検証と温媛化時の特性
をもとめた。課題(1 )に関しては、前年度に閉鎖地域(日本の本州)を対象にモデル化の可能
性を検討しており、その成果を利用して、今年度は地球規模での適用を図った。地球規模での問
題として、細分化することによる計算機への負担が急激に増加することがあげられ、ここでは、
大陸を iユニットとする大陸間での水動態解析を行った。人口の増加から減少への転換と定常化
へのプロセスの再現や地域開発による経済成長、資源の有効活用などを考慮することが出来、粗
いモデルではあるが、将来の水資源分布状況の推定が可能であった。今後は、より細分化された
詳細モデルの開発、人間活動と水移動・気候変動の関係の導入、各種有色水の算定、などを図り
将来の水資源状況の推定と対策を提案していきたい。
-6-
